
         私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会 
平成 15(2003)年度第６回情報化委員会・相互協力委員会合同委員会議事録 

 
日 時：2004年２月２７日（金）1３時 ～１６時 
場 所：豊橋創造大学附属図書館 
出席者： 
・情報化委員  三浦文博・水野玲子（愛知大学）、広瀬久美子（愛知学院大学）、 
        有田哲治（愛知工業大学）、山本祐子（朝日大学）、春日井正人 
       （中京大学）、古田明彦（中部大学）、川上雅子（豊橋創造大学）、 
        柿原明子（名古屋経済大学）、石井知好（南山大学） 
・相互協力委員 鈴木卓美（金城学院大学）、浜口庸介（愛知大学）、足立祐輔 

（愛知学院大学）、丹羽直美（愛知学泉大学）、岩田真美（南山大学）、 
柴田なおみ・柘植幸子（椙山女学園大学）、西本和雄（中京大学）、 
蓑島智子（中部大学）、水野仁子（名城大学）、 
松永ひとみ（鈴鹿医療科学大学）計 21名  

欠 席：時實育代（日本福祉大学）     
記 録：松永ひとみ（鈴鹿医療科学大学） 
 
【協議事項】 

 

１）2003 年度情報交換会実施結果について 

◆時間配分について 

 意見交換会の分科会における時間配分はよかったという意見が多かった。 

 それに対し、全体会の時間が少なかった。 

 プレゼン３本は、終了後の話をきく場所・時間が欲しかった。 

  

◆議事録について 

分科会議事録も形式を統一し、館灯に掲載することとなった。 

 

２）情報化・相互協力合同アンケート実施結果について 

次のような意見が出された。 

・ 設問の数が多すぎたため、来年は簡素化し信頼性のある内容を検討したい。 

・ 何を伝えたいのか必要性を感じないという意見もあった。 

・ やめてしまうのではなく、アンケートの聞き方、集計の仕方などの検討が 

必要では。（数年続けているという観点からの集計結果、料金相殺など） 

・ 分析する立場として専門でない分野の集計をするのは難しい。 

・ 相互協力アンケートでは、貸借期間が１ヶ月、４週間、３０日の違いを 

判断しかねた。 

 

３）2003 年度活動報告について 

資料が配布され、常任幹事会までに誤字など確認することとなった。 

 

 

 

 

 



４）2004 年度活動計画について 

次のように決定した。 

◆委員会開催予定 

  第 1 回 2004 年 5 月 13 日（木）      名古屋経済大学 

  第 2 回 2004 年 7 月 29 日（木）      愛知大学 車道校舎 

  第 3 回 2004 年 9 月 14 日（火）      朝日大学 

  第 4 回 2004 年 10 月 14 日（木）      愛知学院大学 

  第 5 回 2004 年 11 月 16 日(火)-17 日(水） 鈴鹿サーキット研修センター 

  第 6 回 2005 年 2 月 25 日（金）      金城学院大学 

 

◆活動計画 

１．2004年度図書館実務担当者研修会について 
下記の日程で開催することとなった。 

       ２００４年１１月１６日（火）～１７日（水） 

 鈴鹿サーキット研修センター 

     ワーキンググループを作り、運営することとする。 

    委員が 2名の大学についてはどちらか一人参加の方向で検討？？ 

     情報交換会は事前にアンケートをとり、研修会での報告のみとする。  

 

２．2004 年度見学会について 

    下記の日程で開催することとなった。 

       ２００４年７月２９日（木）  愛知大学 車道校舎  

 

     ワーキンググループを作り、運営することとする。 

2005年度見学会の場所を北海道のコンソーシアムとする計画を各図書館へ 
広報し予算取りなど検討して頂く。 

  

 

３．委員会の規程作成ついて 

情報化・相互協力委員会統合について、第 1回委員会までに規程の素案を 

鈴木委員長が作成することとなった。  

 

◆2004 年度ワーキンググル-プ 

１．実務担当者研修会 

 情報化委員会  三浦、（情報化委員会で決定の予定） 

相互協力委員会 鈴木、足立、柘植、松永  

 

２．見学会 

 情報化委員会  三浦 

 相互協力委員会 鈴木 

 

５）その他 

・ 料金相殺について 

大学 ML でアンケートを出し、結果を HP で公開する方向で決まった。 

東海地区協議会総会の席で相殺へ加入するよう呼びかけることとなった。 

 



・ 図書館メーリングリスト 

2004 年 4 月以降、東海地区協議会加盟大学図書館 ML が完成予定。以後アンケ 

ート実施など ML での発送が可能になると報告があった。 

・ 横断検索について 

      横断検索システムを立ち上げる方向で検討中と鈴木（相互協力委員会委員長） 
より報告があった。 

 

・ 東海地区公共図書館・大学図書館 連携・協力検討部会について 

資料に基づき鈴木（相互協力委員会委員長）より報告があった。 

   

・ 委員交代について 

椙山女学園大学 柴田委員の退職にともない柘植委員への引継ぎ挨拶が 

あった。 

以上 

 


